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①学校運営上

の課題

02 社会に開
かれた教育課
程への対応

童生徒へのアンケートから、児
童生徒と地域の人との関わり
は、令和６年度は前年比12％
増であったが、地域と連携した
教育課程の編成については、
中学校（今後の７～９学年）年
代で進みが思わしくなく、関わ
りは限定的である。

義務教育学校となり、１
年生～９年生を３つのブ
ロックに分けるため、新
たに地域と連携した教育
課程の再編成を行う。そ
の際、定期会議において
地域学校協働活動推進
員と協働しながら、アイ
ディアを取り入れていく。

地域連携担当教諭と推進員、教育委員
会担当者が年間１１回の定期会議を実施
しているが、教育課程の編成について総
合的な学習時間に終始し、その他の教科
についての議題や話題は少なかった。

定期会議で検討され、地域の視
点や推進員のアイディア等を取
り入れた教育課程の実施によ
り、教職員が各ブロックで育てた
い子ども像に迫るための手立て
が明確になり、地域と連携・協働
することのよさを実感することが
できる。

年度末アンケートに
おいて、「地域と連
携・協働するよさを
実感した」と答える教
職員の割合

0 % 60 93

04　本
年度
の目

標値を
上回
り、課
題の
解決

に向け
て大き
な成果
が見ら
れた

アンケートにおいて「地域と連携・協働のよさを実感した」の
回答が９３％と目標値を上回った。今年度、小中一貫校であ
る義務教育学校「川場学園」が開校し、学校内にコミュニ
ティ・ルームを設置した。また、学社連携担当教諭と推進員
の会議を１１回開催し、必要なボランティア等の打合せを実
施したことも効果があったと考えられる。その一方で、推進
員が調整しているものの、授業への打合せや教師の意図を
汲む難しさが課題として残った。そのため、打合せ等をス
ムーズに行えるシステムを来年度の会議で確認していく。

https://www.vill.kawaba.gunma.jp/k
urashi/fukushi/kyouiku/post_3.html
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●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式
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